
1 包括 崇城大学
八代市と崇城大学との連
携協力に関する協定書

平成18年2月24日

（１）教育・文化・スポーツの振興及び発展
（２）国際交流促進
（３）産業振興
（４）環境問題
（５）まちづくり
（６）その他両者が協議して必要と認める事項

・市職員採用試験案内設置協力

2 包括
イオン九州株式会社
マックスバリュ九州株式
会社

八代市とイオン九州株式
会社及びマックスバリュ
九州株式会社との地域振
興に関する協定

平成23年7月21日

（１）地域雇用確保への協力
（２）地産地消の推進及び八代産品の販売促進
（３）ICカード等を活用した商業及び観光の振
興
（４）災害対策、防災及び防犯
（５）市民の健康増進及び食育
（６）高齢者及び障がい者の支援
（７）子育て支援及び青少年の健全育成
（８）環境対策及びリサイクル
（９）教育及び文化の推進
（10）市政情報のＰＲ及び発信
（11）その他地域の活性化及び市民サービスの
向上に関すること

・防災啓発イベントの実施（自衛隊八代出張所との共催）
・やつしろGIフェア（イオンモール福岡）GI農産物及び加工品の販売

3 包括 熊本県立大学
公立大学法人熊本県立大
学と八代市との連携協力
に関する包括協定書

平成25年6月25日

（１）地域産業振興
（２）人的交流や人づくり
（３）環境共生活動
（４）まちづくり・地域活性化
（５）その他両者が協議して必要と認める連携

・職員研修（政策立案研修）の講師を依頼
・高大連携“チヌ＆アサリ”プレミアムプロジェクト
・地域密着型インターンシッププログラムの開催

4 包括 熊本高等専門学校

八代市と独立行政法人国
立高等専門学校機構熊本
高等専門学校との連携協
力に関する包括協定書

平成25年7月30日

（１）まちづくり
（２）地域産業振興
（３）エネルギー・環境問題
（４）人的交流や人づくり
（５）その他両者が協議して必要と認める事項

・リベラルアーツ実践研究発表への参加
・音による食害生物対策試験協議
・市職員採用試験案内設置協力

5 包括 中九州短期大学

八代市と学校法人八商学
園中九州短期大学との連
携協力に関する包括協定
書

平成25年11月19日

（１）まちづくり・地域活性化
（２）健康・福祉
（３）人材交流・人材育成
（４）その他両者が協議して必要と認める連携

・市職員採用試験案内設置協力

6 包括
あいおいニッセイ同和損
害保険株式会社

八代市とあいおいニッセ
イ同和損害保険株式会社
との地方創生に関する連
携協定

平成30年3月27日

（１）地域・暮らしの安全・安心に関すること
（２）防災・災害対策
（３）産業振興・中小企業支援
（４）観光振興
（５）農業の振興
（６）その他、地方創生に資する取組に関する
こと

・SDGsセミナー提案

7 包括 株式会社肥後銀行
八代市と株式会社肥後銀
行との地方創生に関する
包括連携協定書

令和1年11月1日

（１）観光振興及びインバウンド対策
（２）農業振興及びフードバレーやつしろの推
進
（３）中心市街地の支援
（４）行財政改革の支援
（５）その他、地方創生に資する取組

・肥後銀行八代市役所支店開設
・歳入金の収納事務委託
・わくわく油田プロジェクト（廃油回収）
・SDGs全体マネジメント、普及啓発事業の業務委託
・各種セミナーへの参加
・Yatsushiro涼み処（熱中症予防休憩所）として協力
　【八代支店・八代駅前支店・鏡支店】

8 包括 熊本大学
八代市と国立大学法人熊
本大学との包括的連携に
関する協定書

令和3年3月2日

（１）地域課題解決のための人的・知的資源の
活用
（２）地域振興や新産業創出など、まちづくり
に関すること
（３）ICT利活用による地域の活性化及び人材
の育成
（４）研究開発及び研究教育活動の円滑な実施
（５）防災・減災対策及び災害発生時における
復旧・復興に向けた施策の推進
（６）その他、両者が協議して必要と認める事
項

・やつしろ未来創造塾事業の共同開催
・市職員採用試験案内設置協力
・高等学校と大学との連携型地域活性化事業モデルの構築（共同研
究）

9 包括 日本郵便株式会社
八代市と日本郵便株式会
社との包括的連携に関す
る協定書

令和3年5月12日

（１）災害に強い安全・安心な暮らしの実現
（２）関係人口・交流人口の創出・拡大
（３）地域経済活性化
（４）次代を担う子どもの育成
（５）若者を中心に多様な世代の活躍推進
（６）デジタルトランスフォーメーションの推
進
（７）その他、地方創生に関すること

・五家荘郵便局及び百済来郵便局においての戸籍謄抄本等証明書交付
事務委託
・市内企業で製造された食品のカタログギフトへの掲載、商談会の実
施等
・市内郵便局での無人販売開始（ハト麦商品）
・Yatsushiro涼み処（熱中症予防休憩所）として協力【市内30郵便
局】

10 包括 ANAあきんど株式会社
八代市とANAあきんど株
式会社との地域創生の推
進に向けた業務連携協定

令和3年7月15日

（１）地域資源の磨き上げに関すること
（２）情報発信・産品の販路拡大
（３）一次産業の振興支援
（４）災害に強いまちづくりの推進
（５）デジタルトランスフォーメーションの推
進
（６）その他、地域活性化に関すること

・八代産アサリ販路拡大に向けた事業提案及び協議
・新市誕生20周年を記念し、ANA機内で八代妙見祭のPR動画を放映す
る（R7年度予定）
・会計年度任用職員（観光振興業務事務補助員）として客室乗務員を
配置（R7年度予定）

11 包括 株式会社イズミ
八代市と株式会社イズミ
との地域活性化包括連携
協定書

令和5年3月16日

（１）地産・地消の推進及び農林水産物、加工
品等の開発・販売
（２）市政情報のＰＲ・発信及び観光振興
（３）地域防災
（４）地域の安全・安心に関すること
（５）健康増進及び食育
（６）高齢者及び障がい者の支援
（７）子ども・子育て支援及び青少年育成
（８）環境対策・リサイクル及びエネルギー対
策
（９）地域社会の活性化及び市民サービスの向
上
（10）その他、この協定の目的に沿うこと

・防災啓発イベントの実施
（自衛隊八代出張所との共催）
・地元野菜の生産者ヒアリング
・がん検診ＲＰパネル展示
・健診PR（健診申込期間）パネル展示
・八代市、㈱イズミ、㈱サイネックスが連携し、ゆめタウン八代にデ
ジタルサイネージ「わが街ＮＡＶＩ」を設置し市政情報を発信開始
・デジタルサイネージ「わが街ＮＡＶＩ」のラックを活用した広報紙
及び市政情報チラシ等を配布
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民間企業等との連携協定締結及び取組状況（令和7年4月末現在）

直近及び実施中（予定含む）の取り組み締結日 連携事項団体名 協定書名称
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12 包括 ヤマト運輸株式会社
八代市とヤマト運輸株式
会社との包括連携に関す
る協定書

令和5年3月27日

（１）市政のPR
（２）地域活性化
（３）地域や暮らしの安全・安心及び災害対策
（４）高齢者や障がい者の支援
（５）教育の振興
（６）その他、この協定の目的に沿うこと

・障がい者サポート企業への登録
・消費者見守りネットワーク協議会協力団体への登録

13 個別
マックスバリュ九州株式
会社

ＩＣカード等の活用に関
する協定書

平成23年7月21日 文化振興及び地域活性化等
・「やつしろがめさんＷＡＯＮカード」利用金額の0.1%を寄付金とし
て贈呈

14 個別
公益社団法人　熊本県宅
地建物取引業協会

八代市空き家バンク制度
に係る空き家の媒介等に
関する協定書

平成28年4月1日

（１）空き家の物件情報の確認及び審査に関す
ること
（２）媒介等に係る協力の依頼に関すること
（３）媒介等の業務に関すること
（４）交渉結果等の報告に関すること

・空き家バンクに関する取り組み

15 個別
株式会社セブン‐イレブ
ン・ジャパン

八代市高齢者見守り活動
に関する協定書

平成30年4月26日

（１）日常業務において、お届けサービスを通
じて地域で異変のある高齢者や何らかの支援を
必要としている高齢者を確認した場合は、速や
かにその状況を市へ連絡する
（２）緊急性又は重大性が高いと判断される場
合は直ちに、警察、消防署等へ連絡するよう努
める

・高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせるよう高齢者に対する見
守りを行う

16 個別 有限会社にしだ
八代市高齢者等見守り活
動に関する協定書

平成30年9月14日

（１）日常業務において、移動販売サービスを
通じて地域で異変のある高齢者や何らかの支援
を必要としている高齢者を確認した場合は、速
やかにその状況を市へ連絡する
（２）緊急性又は重大性が高いと判断される場
合は直ちに、警察、消防署等へ連絡するよう努
める

・高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせるよう高齢者に対する見
守りを行う

17 個別 八代地域農業協同組合
買い物弱者の支援に関す
る協定書

平成31年4月12日
買い物支援が必要な地域への移動店舗車の運行
に関する事項

・みどりのシンフォニーGO（中山間地域における移動金融店舗車）運
行
・よりそいプラザ坂本リニューアルオープンの周知

18 個別
熊本高等専門学校
宮嶋利治学術財団

八代市と熊本高等専門学
校と宮嶋利治学術財団と
のプログラミング教育に
係る連携協力に関する協
定書

令和1年8月5日

（１）プログラミング教育に関する授業支援
（２）プログラミング教育を行う人材の育成及
び指導力向上
（３）その他、三者が必要と認める事項

・主催事業のプログラミングコンテストの企画、運営
・小学生を対象としたプログラミング教室の実施

19 個別 山中産業株式会社

八代市、氷川町及び山中
産業株式会社の三者によ
る八代産畳表振興に関す
る協定

令和1年8月6日

（１）八代産畳表の認知度向上に関すること
（２）八代産畳表の需要拡大に関すること
（３）い産業の活性化に関すること
（４）その他、八代地域の農林水産業の振興に
関すること

・八代産畳表認知度向上に関する取り組み

20 個別
株式会社MARUKU
熊本県県南広域本部
芦北町

県南地域における企業誘
致等の包括連携協定書

令和1年9月4日

（１）ＩＴ企業等のサテライトオフィス誘致
（２）ＩＴ人材の育成
（３）その他、関係者が協議して必要と認める
こと

・企業誘致大使　任命（(株)MARUKUから２名）

21 個別 地方経済総合研究所
行政施策アドバイザリー
協定書

令和1年12月20日 施策の企画立案等の支援 ・八代港グランドデザイン策定業務

22 個別
コカ・コーラボトラーズ
ジャパン株式会社

コカ・コーラボトラーズ
ジャパン株式会社と八代
市とのホストタウンプロ
グラム等の推進に関する
協定書

令和2年4月1日

（１）東京２０２０オリンピック・パラリン
ピックに向けた機運醸成
（２）「聖火リレーメモリアル自動販売機」を
活用したホストタウンプログラム等の推進
（３）ホストタウンプログラム等における国際
交流等
（４）スポーツによる地域の賑わいの創出
（５）その他ホストタウンプログラム等の推進
に関すること

・「聖火リレーメモリアル自動販売機」の売り上げ手数料を八代市ス
ポーツ振興基金として活用
・各大会やイベントごとの飲料水の提供
・本市のジュニアバドミントン選手と台湾選手の交流のため、基金を
活用した台湾派遣の実施

23 個別
よい仕事おこしフェア実
行委員会

包括連携に関する協定書 令和2年4月6日

（１）相互の有するネットワークを活用した中
小企業支援及び地域創生に関する事項
（２）その他、地域産業振興、中小企業等支援
及び地域支援のために必要な事項

・都内で開催される「よい仕事おこしフェア」における無料出店、企
業紹介
・地元信金との各種連携（事業者支援のための情報共有、セミナー
等）

24 個別
八代農業高等学校
八代農業高等学校　泉分
校

八代市及び熊本県立八代
農業高等学校との連携協
力に関する包括協定書

令和2年11月19日

（１）農業の新たな学びの場（八代農業塾）の
創設及び運営
（２）就農者のスキルアップ
（３）就農を希望する生徒の就農支援
（４）八代地域の農業の振興
（５）その他両者が必要と認める事項

・八代農業塾
・市職員採用試験案内設置協力
・ハトムギクッキーの開発完成

25 個別 日本製紙㈱八代工場
八代市再資源化物（紙
類）循環システムに関す
る協定書

令和3年3月29日

（１）市は循環システム構築しやすい循環型社
会の形成に努める
（２）市はリサイクルに関する啓発を行う
（３）八代工場は環境センターから回収した紙
類を選別し、再資源化する
（４）八代工場は回収、運搬、選別等を委託す
る場合は市内業者を優先する
（５）八代工場はグループ会社と連携し、循環
システムを構築する
（６）循環システムに関する情報を提供する

・市で回収した紙類を日本製紙㈱八代工場に売却

26 個別
アクサ生命保険株式会社
熊本支社

八代市とアクサ生命保険
株式会社熊本支社との健
康経営等に関する連携協
定書

令和3年11月8日

（１）企業及び団体等における健康経営の推進
（２）市民の健康づくりの普及啓発
（３）その他、市民サービスの向上及び地域社
会の活性化

・健康経営登録の勧奨に係る相互協力
・アクサ生命による健康優良法人認定サポート
・連携会議（相互の進捗や今後の取り組みについて共有・協議）
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27 個別
西日本電信電話株式会社
熊本支店

デジタル技術を活用した
“スマートシティやつし
ろ”の推進に関する連携
協定
～ 未来へつなぐウェル
ビーイングライフの実現
へ ～

令和4年2月14日

（１）安全・安心なまちづくりの構築
（２）行政サービスの効率化・高度化
（３）教育ＩＣＴの利活用の推進
（４）情報通信基盤の整備を検討・実施
（５）住民のリテラシー向上
（６）その他、ウェルビーイングライフの実現
に必要と認める事項

・定例会の開催（連携協定におけるテーマ毎の進捗確認等）
・はちパス（スマート避難所システム）の構築（R6.4～運用開始）
・デジタル避難スイッチ機能要件に関する検討、取組の方向性を決定

28 個別
三菱商事株式会社、ホー
ムサーブ株式会社

“スマートシティやつし
ろ”の実現に向けて、八
代市、三菱商事及びホー
ムサーブによるデジタル
技術を活用した地域振興
に関する連携協定

令和4年2月21日

（1）デジタル技術の活用による地域コミュニ
ティの活性化及び安全・安心なまちづくり
（2）エネルギー、モビリティ、インフラ等生
活サービスの向上
（3）市民サービスの向上に向けたデータ連携
基盤の構築
（4）生活インフラの向上
（5）生活インフラ関連事業者の技術向上

・三菱商事社員による中学校・高校での出前講座（国際理解）
・デジタル回覧板の実証実験開始
・カーボンニュートラルに向けた再エネ導入方策に関する協議
・トマトを活用したフリーズドライスープの商品開発を検討
・LINE公式アカウント「やつしろ観光ｄガイド」運用開始

29 個別 生活協同組合くまもと

八代市高齢者等見守り活
動及び災害時における応
急生活物資供給等の協力
に関する協定書

令和4年3月25日

【見守り活動に関する項目】
（１）日常業務を通じて地域で高齢者等の異変
を確認した場合は、速やかにその状況を市の担
当課へ連絡する。
（２）緊急性又は重大性が高いと判断される場
合は直ちに、警察、消防署等へ連絡するよう努
める。
【災害時における応急生活物資供給等の協力に
関する項目】
（３）災害対策基本法第２条第１号に定める災
害が発生した場合において、災害対策本部は、
物資の提供について要請することができ、要請
を受けたときは、コープくまもとが保有する応
急生活物資を、積極的に提供するよう協力に努
める。また、必要に応じて物資の調達、安定供
給に努める。

・高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせるよう高齢者に対する見
守りを行う
・本市の要請に応じ保有する応急生活物資の提供

30 個別
株式会社ＮＴＴドコモ九
州支社

デジタルでつながる未来
都市“スマートシティや
つしろ”の推進に関する
連携協定

令和4年6月28日

（１）災害に強いまちづくり
（２）地域産業のDX推進
（３）“誰一人取り残されない”デジタル化活
用支援
（４）その他（ビッグデータの活用や実証事業
への協力など）

・AIを活用した洪水氾濫監視の実証実験の実施
・自律走行型パーソナルロボット「temi」による庁舎案内の実証実験
を実施

31 個別
明治安田生命保険相互会
社　熊本支社

八代市と明治安田生命保
険相互会社との健康増進
に関する連携協定書

令和4年9月8日

（１）健康づくり
（２）がん対策
（３）感染症対策
（４）その他健康増進に関すること

・「私の地元応援募金」寄附金贈呈
・市民の健康づくりを連携支援
　（各種イベントにおける健康測定ブースを設置など）
・がん検診受診率向上イベントにブース出展協力
・営業職員による顧客への市の保健・福祉サービスの案内、情報提供

32 個別 大塚製薬
八代市と大塚製薬との健
康増進等に関する包括連
携協定

令和4年12月12日

（１）健康維持・増進及び食育の推進
　・市内5か所の子ども食堂への商品提供
（２）熱中症予防など健康被害の防止
　・熱中症対策アドバイザー講座実施
　・全校区における健康増進セミナー実施
（３）スポーツの振興及び教育の推進
（４）災害対策
（５）SDGｓの推進
（６）目的を達成するために必要な事項

・市内5か所の子ども食堂への商品提供
・公立保育園の職員、保護者及び園児を対象とした説明会、勉強会の
開催
・い草の里納涼祭への熱中症予防商品提供
・学校給食調理員等を対象とした研修会の講師を依頼
・R7年度 第38回やつしろ全国花火大会におけるドローンショーの協
賛とオロナミンC1万本を無料配布（R7年度予定）

33 個別 ユウベル株式会社
八代市高齢者等見守り活
動に関する協定書

令和5年4月7日

（１）日常業務を通じて地域で異変のある高齢
者等や何らかの支援を必要としている高齢者等
を確認した場合は、速やかにその状況を市へ連
絡するものとする。
（２）緊急性又は重大性が高いと判断される場
合は、直ちに警察署、消防署等へ連絡するよう
努めるものとする。

・高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせるよう高齢者に対する見
守りを行う

34 個別
九州電力㈱
NTTアノードエナジー㈱
三菱商事㈱

八代市におけるカーボン
ニュートラルの早期実現
に向けた取組みに関する
協定

令和5年9月1日

（１）再生可能エネルギーを市内全域に普及さ
せるための民間サービスの活用方法に関するこ
と。
（２）住宅、事業所、公共施設等への再生可能
エネルギーの普及・利用促進等に関すること。
（３）再生可能エネルギーの地産地消の促進方
策及び地域経済の活性化に向けた取組みに関す
ること。
（４）再生可能エネルギーの活用による災害に
強いまちづくり及びレジリエンスの強化に関す
ること。
（５）その他省エネや電化、普及啓発等その他
カーボンニュートラルの推進に関すること。

・地域新電力に関する事業性評価業務支援
・再生可能エネルギー導入に向けた企業訪問

35 個別 合同会社ＤＭＭ．ｃｏｍ

八代市と合同会社
DMM.comとのEV充電イン
フラ整備等に関する連携
協定書

令和6年1月22日

（１）電気自動車用充電スタンド（EV充電器）
の設置に関すること
（２）その他ゼロカーボンシティの実現に必要
な取組に関すること

・EV普通充電器及び急速充電器設置検討

36 個別
一般社団法人熊本県こど
も食堂ネットワーク・熊
本県信用組合

八代市・一般社団法人熊
本県こども食堂ネット
ワーク・熊本県信用組合
子ども食堂に関する基本
協定書

令和6年2月15日

（１）子ども食堂の広報活動等、本協定の目的
達成に必要な支援
（２）子ども食堂の開催支援
（３）子ども食堂の運営支援
（４）前条に規定する目的を達成するために必
要な事項

・こども食堂に関する周知啓発の取り組み
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37 個別 株式会社Ｕ－ＳＴＹＬＥ
八代市と株式会社Ｕ－Ｓ
ＴＹＬＥとの地域活性化
連携協定書

令和6年7月29日

（１）地域特産品を活かした地域づくり、地域
活性化に関する事項
（２）八代市産品の販路拡大に関する事項
（３）文化芸術に触れる多様な機会創出や情報
提供に関する事項
（４）その他前条の目的を達成するために必要
な事項

・8246(やつしろ)ジェラートの開発

38 個別 株式会社イズミ
気候変動適応法に基づく
指定暑熱避難施設に係る
協定書

令和6年8月1日

（１）熱中症特別警戒情報発表期間中、開放可
能日等に施設の供用部分を一般に開放する
（２）警戒情報発表時以外でも、暑熱を避ける
ための滞在場所として開放可能日等に施設の共
用部分を一般に開放するよう務める

・クーリングシェルター（指定暑熱避難施設）として協力

39 個別 イオン九州株式会社
気候変動適応法に基づく
指定暑熱避難施設に係る
協定書

令和6年8月1日

（１）熱中症特別警戒情報発表期間中、開放可
能日等に施設の供用部分を一般に開放する
（２）警戒情報発表時以外でも、暑熱を避ける
ための滞在場所として開放可能日等に施設の共
用部分を一般に開放するよう務める

・クーリングシェルター（指定暑熱避難施設）として協力

40 個別
イオン九州株式会社
マックスバリュ八代店

気候変動適応法に基づく
指定暑熱避難施設に係る
協定書

令和6年8月1日

（１）熱中症特別警戒情報発表期間中、開放可
能日等に施設の供用部分を一般に開放する
（２）警戒情報発表時以外でも、暑熱を避ける
ための滞在場所として開放可能日等に施設の共
用部分を一般に開放するよう務める

・クーリングシェルター（指定暑熱避難施設）として協力

41 個別 株式会社サイネックス
八代市「ごみ分別ガイド
ブック」の協働発行に関
する協定書

令和6年8月26日
（１）「ごみ分別ガイドブック」の制作、発行
（２）「ごみ分別ガイドブック」に係る広告募
集

・「ごみ分別ガイドブック」作成に関する取り組み

42 個別 ソフトバンク株式会社
地域におけるデジタル化
の促進に向けた連携協定

令和7年1月31日

（１）市民のデジタル機器の利活用の推進に関
すること
（２）甲が提供するデジタルサービスの普及及
び利用促進に関すること
（３）八代市職員のデジタル人材育成に関する
こと
（４）前３号に掲げるもののほか、本協定の目
的を達成するために甲と乙が協議の上、合意し
たこと

・各所での「出張スマホ教室」の開催
・八代市内のソフトバンクショップ２店舗での「八代市デジタルサー
ビス相談窓口」の実施
・「スマホなんでもサポート号」を活用した「移動型スマホ教室」の
実施

43 個別

八代警察署・八代市介護
保険サービス事業者連絡
協議会小規模多機能型居
宅介護部会

八代市認知症高齢者等の
保護に関する協定

令和7年2月6日

（１）警察署が保護した認知症高齢者等が当該
家族等の迎えを待つまでの間、安全に過ごすこ
とができる場所を確保し、提供することにより
地域福祉の向上に寄与。
（２）認知症高齢者等を保護し、家族等が速や
かに引き取りできない場合は、家族等の承認が
得られた場合に限り、事業所に引き取りの依頼
を行う。
（３）引き取りの依頼を受けた事業所は、必要
な情報提供を受けた上で、認知症高齢者等を受
け入れ、家族等の迎えまでの間、安全に過ごす
ことのできる場所の提供を行う。

・認知症高齢者等の保護に関する取り組み

44 個別

サントリーホールディン
グス㈱
サントリー食品インター
ナショナル㈱

ペットボトルリサイクル
（ボトルtoボトル）の実
施に関する協定書

令和7年3月14日

（１）ボトルtoボトルの実施及び維持継続する
ために必要な活動
（２）ボトルtoボトルに係る市民等への普及啓
発に関する活動
（３）その他、ボトルtoボトルの推進を目的と
した活動

・市で回収したペットボトルをサントリーが指定するリサイクル業者
に売却

4/4


